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5/
人　口203,262人
　　男 96,423人
　　女106,839人
世帯数93,442 世帯

426

右京区シンボルマーク

右京区役所 ☎861－1101（代表）
〒616－8511  右京区太秦下刑部町12番地
http://www.city.kyoto.lg.jp/ukyo/
区役所ホームページ、Facebook

常時更新中！
インターネットテレビ「右京コミュニＴＶ」も

ぜひのぞいてみてね！
右京区役所 検索 右京区役所 Facebook

第
１
回
「
自
治
会
・
町
内
会

ス
テ
キ
び
と
全
員
集
合
！
」

　

自
治
会
・
町
内
会
活
動
の
充
実

に
向
け
て
、
自
治
会
・
町
内
会
長

に
な
ら
れ
た
方
々
を
中
心
と
し
た

学
び
と
交
流
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開

催
し
ま
す
。
右
京
区
内
の
ス
テ
キ

な
先
行
事
例
や
経
験
談
に
ふ
れ
る

と
と
も
に
、
同
じ
自
治
会
・
町
内

会
活
動
に
関
わ
る
方
々
の
交
流
を

通
じ
て
、
よ
り
よ
い
活
動
に
向
け

た
具
体
的
な
工
夫
や
ヒ
ン
ト
を
見

つ
け
て
み
ま
せ
ん
か（
全
３
回
開

催
予
定
）。

◆
第
１
回

日
時　

６
月
25
日（
水
）

午
後
７
時
30
分
～
９
時

場
所　

サ
ン
サ
右
京
５
階
会
議
室

内
容　
「
自
治
会
・
町
内
会
ス
テ

キ
」
冊
子
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

「
ス
テ
キ
び
と
」
が
ゲ
ス
ト
。
お

互
い
の
経
験
談
を
話
し
合
い
な
が

ら
、
情
報
交
換
を
行
い
、
交
流
を

深
め
、
今
後
の
活
動
の
ヒ
ン
ト
を

見
つ
け
て
い
き
ま
す
。

講
師　

谷
口
知
弘
氏
（
同
志
社
大

学
・
客
員
教
授
）

対
象　

本
年
度
、
右
京
区
内
で
自

治
会
・
町
内
会
の
会
長
や
役
員
を

さ
れ
て
い
る
方

定
員　

30
名（
先
着
順
）

申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
FAX
で
左

記
の
問
い
合
わ
せ
ま
で
。

＊
第
２
回
７
月
、
第
３
回
10
月
開

催
予
定

問
地
域
力
推
進
室　

ま
ち
づ
く
り

推
進
担
当　

☎
861
・
１
２
６
４
、

FAX 

871
・
０
５
０
１

　

２
月
27
日
、
約
180
名
の
参
加
者

が
集
い
、
右
京
区
ま
ち
づ
く
り
区

民
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

前
半
の
「
来
年
度
事
業
お
披
露

目
」
で
は
、
区
と
関
係
団
体
で
実

施
す
る
事
業
や
、「
ま
ち
づ
く
り

キ
ャ
ン
バ
ス
＠
右
京
」
か
ら
生
ま

れ
た
事
業
な
ど
、
12
の
事
業
が
取

組
内
容
や
今
後
の
展
開
な
ど
を
発

表
。
鋭
い
意
見
や
貴
重
な
経
験
談

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
参
加

者
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
、

事
業
が
ど
の
よ
う
に
育
っ
て
い
く

か
温
か
く
、
時
に
は
厳
し
く
見

守
っ
て
く
だ
さ
い
！

　

後
半
の
「
右
京　

東
西
南
北
大

作
戦
！
」
で
は
、
同
じ
地
域
の

方
々
が
集
ま
り
、
地
域
課
題
に
つ

い
て
の
解
決
策
を
話
し
合
い
ま
し

た
。
白
熱
し
た
議
論
が
行
わ
れ
た

結
果
、
さ
ま
ざ
ま
な
解
決
策
の
ア

イ
デ
ア
が
生
ま
れ
ま
し
た
！

　

今
回
の
会
議
で
生
ま
れ
た
ア
イ

デ
ア
は
、「
ま
ち
づ
く
り
キ
ャ
ン
バ

ス
＠
右
京
」
で
さ
ら
に
深
く
議
論

す
る
と
と
も
に
、
右
京
区
ま
ち
づ

く
り
支
援
制
度
な
ど
と
も
連
携
し
、

よ
り
良
い
ま
ち
の
実
現
に
向
け
、

具
体
化
へ
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

問
地
域
力
推
進
室　

総
務
・
防
災

担
当　

☎
861
・
１
７
８
４

！

発

見

自
治
会
・
町
内
会
の

ス 

・
テ 

・
キ

自
治
会
・
町
内
会
の

ス 

・
テ 

・
キ

自
治
会
・
町
内
会
の

ス 

・
テ 

・
キ
㉑

地
域
活
動
で
つ
な
が
り
づ
く
り
。

安
心
・
安
全
の
住
み
良
い
ま
ち
を

目
指
し
て（
安
井
学
区
）

　

安
井
学
区
の
大
き
な
特
徴
は

「
自
主
防
災
会
」
の
組
織
が
し
っ
か

り
と
構
築
さ
れ
て
い
る
こ
と
で

す
。
学
区
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

ま
れ
る
地
域
防
災
活
動
や
町
内
会

の
活
動
に
つ
い
て
、
河
合
安
井
学

区
自
治
連
合
会
長
に
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。

■
自
主
防
災
会
の
組
織
に
つ
い

て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

本
部
に
、「
情
報
部
」「
消
火
部
」

「
救
出
救
護
部
」「
避
難
誘
導
部
」

「
給
食
給
水
部
」
が
あ
り
、
各
町
内

に
「
防
災
部
長
」「
防
災
副
部
長
」

「
防
災
リ
ー
ダ
ー
」「
情
報
班
長
」

「
消
火
班
長
」「
救
出
救
護
班
長
」

「
避
難
誘
導
班
長
」「
給
食
給
水
班

長
」
が
い
ま
す
。
25
町
内
を
５
つ

の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て
お
り
、
毎

年
各
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
１
つ
の
モ
デ

ル
町
内
を
選
定
し
て
い
ま
す
。

■
具
体
的
に
は
ど
ん
な
取
り
組

み
を
し
て
い
ま
す
か
。

　

災
害
が
起
き
た
と
き
、
そ
れ
ぞ

れ
が
役
割
を
果
た
し
て
早
期
対
応

で
き
る
よ
う
に
、
毎
年
７
月
頃
に

全
体
研
修
会
と
、
各
部
の
研
修
会

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自

分
の
役
割
だ
け
で
は
な
く
、
他
の

役
割
に
つ
い
て
も
考
え
て
も
ら
え

る
よ
う
に
、
各
町
内
で
「
防
災
レ

ポ
ー
ト
」
を
提
出
し
て
も
ら
い
、

そ
れ
を
基
に
町
内
の
表
彰
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
か
ら
は
、
災
害
時

の
避
難
訓
練
だ
け
で
な
く
、
避
難

所
生
活
に
つ
い
て
も
学
ん
で
も
ら

う
た
め
に
、
避
難
所
体
験
訓
練
を

行
い
ま
し
た
。
災
害
時
、
大
勢
の

住
民
が
体
育
館
の
中
で
生
活
す
る

こ
と
が
ど
れ
だ
け
大
変
な
こ
と
な

の
か
を
、
経
験
し
た
方
が
良
い
と

思
っ
た
か
ら
で
す
。

　

例
え
ば
、「
電
気
が
使
え
な
い
時

は
、
発
電
機
を
使
お
う
！
」
と

か
、「
避
難
誘
導
班
は
避
難
所
で
の

必
要
性
が
低
く
な
る
か
ら
、
給
食

給
水
班
や
救
護
班
を
手
伝
お
う
」

と
い
う
発
想
な
ど
、
机
上
で
は
な

く
実
体
験
を
通
じ
て
学
区
住
民
の

皆
さ
ん
に
学
ん
で
も
ら
い
た
い
で

す
。
今
後
も
、
知
識
が
蓄
積
さ
れ

る
よ
う
に
継
続
し
て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
で
す
。

■
西
御
所
町
に
つ
い
て
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　

私
の
住
ん
で
い
る
西
御
所
町

は
、
小
さ
な
町
内
だ
か
ら
こ
そ
の

団
結
力
、
仲
の
良
さ
が
あ
り
ま

す
。
懇
親
会
も
兼
ね
て
実
施
さ
れ

る
地
蔵
盆
に
は
、
町
内
の
皆
さ
ん

が
参
加
し
て
く
れ
る
の
で
、
交
流

を
深
め
る
良
い
機
会
と
な
っ
て
い

ま
す
。
運
動
会
で
一
丸
と
な
っ
て

応
援
す
る
こ
と
も
結
束
が
高
ま
る

き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
ね
。

　

毎
年
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
に

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
く
れ
る
子
ど
も

も
い
て
く
れ
て
、
と
っ
て
も
可
愛

ら
し
く
て
嬉
し
い
で
す
。

■
最
後
に
一
言
！

　

地
域
防
災
の
取
り
組
み
で
大
切

な
こ
と
は
、
地
域
の
一
人
一
人
が

災
害
発
生
時
に
、「
何
を
し
な
い
と

い
け
な
い
の
か
」、「
何
が
で
き
る

の
か
」
を
考
え
、
行
動
を
起
こ
し

て
い
く
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

地
域
の
取
り
組
み
を
と
お
し

て
、
顔
見
知
り
が
増
え
る
と
、
ど

ん
な
人
が
住
ん
で
い
る
の
か
が
分

か
る
ん
で
す
よ
ね
。
防
災
の
取
り

組
み
や
学
区
住
民
、
町
内
会
が
一

体
と
な
れ
る
取
り
組
み
は
、
自
然

と
学
区
全
体
の
団
結
力
を
高
め
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
安
心
し
て
住
み

続
け
ら
れ
る
安
井
学
区
を
守
っ
て

い
き
た
い
で
す
。

安井学区・
河合捷治自治連合会長

みなさんのご参加、
お待ちしています！

エ
コ
ま
ち
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
く
！
�

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
回
収
で
ご
み

減
量
し
ま
せ
ん
か

　

お
住
ま
い
の
地
域
で
古
紙
・

古
着
、
缶
・
び
ん
な
ど
の
集
団

回
収
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

市
で
は
、
助
成
金
を
交
付
し
て

回
収
に
必
要
な
経
費
の
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。
自
治
会
・
管

理
組
合
・
PTA
・
各
種
団
体
な

ど
、
概
ね
20
世
帯
以
上
の
住
民

団
体
で
あ
れ
ば
申
請
し
て
い
た

だ
け
ま
す
。

助
成
内
容　

チ
ラ
シ
の
作
成
や
回

収
な
ど
に
必
要
な
費
用
の
一
部

助
成
額　

年
間
１
万
円
～
１
万

５
千
円（
応
募
時
期
・
回
収
品
目

に
よ
り
異
な
る
）

募
集
数　

全
市
で
300
件

問
右
京
エ
コ
ま
ち
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

☎
366
・
０
１
９
０

FAX 

366
・
１
３
８
０

う
れ
し
い

う
れ
し
い
ニ
ュ
ー
ス

　

自
治
会
か
ら
、
道
路
名
が
な
い

こ
と
へ
の
要
望
を
受
け
、
梅
津
ま

ち
づ
く
り
委
員
会
、
梅
津
学
区
自

治
会
連
合
会
、
神
田
町
自
治
会
の

３
者
が
協
働
で
取
り
組
ん
だ
結

果
、
平
成
25
年
７
月
に
道
路
の
名

称
が
決
定
。
こ
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
、
田
淵
前
神
田
町
自
治
会
長

に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

■
名
称
決
定
の
経
緯

　

ま
ち
歩
き
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
重
ね
、
自
治
会
員
か
ら
提
案
さ

れ
た
100
個
ほ
ど
の
名
称
案
の
中
か

ら
、
学
識
者
や
地
域
の
方
々
と
話

し
合
っ
た
結
果
、「
梅
津
仏
光
寺

通
り
」
に
決
定
し
ま
し
た
。 

■
名
称
の
意
味

　

「
天
神
川
通
」
の
東
で
途
切
れ

て
い
る
「
仏
光
寺
通
」
を
延
長

し
、「
梅
津
」
と
い
う
オ
リ
ジ
ナ

リ
テ
ィ
を
加
え
ま
し
た
。

■
「
第
１
回
み
ち
フ
ェ
ス
タ　

梅
津

仏
光
寺
通
り
だ
よ
！
全
員
集
合
！！
」

　

３
月
21
日
に
、
名
称
を
お
披
露

目
す
る
式
典
を
開
催
。
梅
津
仏
光

寺
通
り
隊
、
梅
津
中
学
校
吹
奏

楽
、
周
辺
企
業
の
協
力
も
あ
り
、

200
人
も
が
参
加
し
、
立
派
な
式
典

が
で
き
ま
し
た
。

■
今
後
に
つ
い
て

　

名
称
の
浸
透
は
も
ち
ろ
ん
、
こ

の
取
り
組
み
を
と
お
し
て
、
ま
ち

に
愛
着
を
持
ち
、「
こ
の
ま
ち
の

た
め
に
何
か
し
た
い
」
と
思
っ
て

く
だ
さ
る
人
が
一
人
で
も
増
え
、

自
治
会
加
入
率
の
向
上
に
つ
な
が

る
と
嬉
し
い
で
す
。

自
治
会
・
町
内
会

ス
テ
キ
化
計
画

谷口知弘氏

　平成26年度も職員が一丸となり「笑顔、親切、丁寧、テキパキ！」を
モットーとした区民応対。そして、区民の皆様と力を合わせてハートと
パワー溢れる右京のまちづくりを進めます！

右京区役所　課長級以上職員一同

平成26年度 右京区運営方針
　平成26年度は「右京区基本計画2020」が最初の3年間を終え、新たなステージを
迎える要の年。この3年間における取り組みの進捗と社会情勢や区民ニーズの変化
を的確に捕捉し、「右京かがやきプラン」をさらに強力に推進します。

　平成２６年度の右京区政が動き出しました。さぁ、
右京ならではの地域力、人間力を結集して、共 に々
一層魅力あふれるまちを築いていきましょう！私もあ
らゆる取組に全力投球してまいります。
京都市長

　　　地域コミュニティの活性化 　　  誰もが安心・安全に暮らせるまちづくり 　　  地域課題への積極的なチャレンジ

　「右京かがやきプラン」の推進を行うため、その基盤とな
る町内会・自治会とＮＰＯ、さらには大学や企業など、さ
まざまな主体との連携を促進するなど、地域コミュニティ
の活性化に重きを置いて、事業を企画、実行します。

　台風などによる水災害が起こりやすい右京の特性を踏ま
えた地域防災力の強化や、「右京安全・安心まちづくり連絡
会議」をはじめとした防犯体制の充実、子育て環境の向上
に取り組み、誰もが安心・安全に暮らせるまちづくりに向
けた基盤づくりを行います。

　地域課題解決型の区政運営を目指し、地域のニーズと資
源を的確に把握し、時宜を得たスピーディーな取り組みを
展開します。具体的には、都市部における環境・交通・治
安などの諸問題、より良い公共交通への転換、観光資源の
発掘といった地域課題に対して、積極果敢に取り組みます。

❶ ❷ ❸

　　　区民との共汗・協働による地域まちづくりの促進 　　  組織等の垣根を越えた事業の融合 　　  自主財源の拡充・活用

　地域が自ら考え、提案し、行動する取り組みを支援し、
「オール右京」のさまざまな主体の持つ地域力を引き出すた
め、「右京区まちづくり区民会議」を中心とした地域との「共
汗」によるまちづくりを進めます。

　限られた財源やマンパワーの効用を最大限に高めるため、
類似する事業の統合などにより事務事業の再編を行うとと
もに、他区や本庁各局、警察や大学、企業などとの事業の
協働実施や、各種事業の「融合」を行います。

　区民の参画と寄付文化の醸成を踏まえつつ、行政の限ら
れた財源にとどまらず、ふるさと納税寄付金制度や「右京
ファンクラブ協賛金」をはじめ、国・府の補助金の積極活
用や民間などの外部資金の検討など、自主財源の拡充・活
用を行います。

❹ ❺ ❻

 「オール右京」の絆で、さらなる飛躍を目指します！
右京区まちづくり区民会議

「右京 東西南北大作戦！」
盛大に開催

登録できます。登録
後も回収方法などを
変更していただく必
要はなく、今まで通
りの回収で結構です。

すでに町内で古
紙回収をしてい
ますが、登録は
できますか？

月一回程度活動していただいて
いれば、結構です。必ず、業者
から回収伝票を受け取り、保管
しておいてください。

回収量が少なくて
もいいですか？

式典におけるパレードの様子

４月１４日（月）、右京区内大学生を対象として「自転車安心・
安全利用教室」が開催され、20名を超える学生が参加し、
自転車マナーについて学びました。

京都いつでもコール

Eメール（ホームページから）
お掛け間違いにご注意ください。

☎ ６６１-３７５５　FAX ６６１-５８５５
み な こ こ ごようはここ

京都いつでもコール 検索

 ☎かFAX、Eメールで。申込み・問合せ

京都市 コミュニティ回収制度 検索

参
加
費
無
料

  


